
令和４年度 障害を理由とする差別解消推進県民会議

次 第

日時 令和４年11月17日（木）

14時00分から15時00分まで

場所 ホテルグランヒルズ静岡

１ 開会

２ 挨拶（静岡県健康福祉部長 八木 敏裕）

３ 表彰式（障害を理由とする差別を解消する取組に関する知事褒賞）

４ 表彰事例の発表

(1) 特定非営利活動法人みらいネット浜松

(2) 三島信用金庫

５ 閉会



令和４年度障害を理由とする差別解消推進県民会議 出席者名簿

区分 所 属 職名 氏名

知事褒賞

受賞者

アスルクラロ沼津
取締役

事業・営業部長
山崎 宏 様

株式会社四季彩堂 代表取締役社長 池本 靖史 様

静岡市静岡手をつなぐ育成会

静岡キャラバン隊

「しずおか♡おでんジャー」

会長 中村 章次 様

静岡キャラバン隊

｢しずおか♡おでんジャー｣

隊長(責任者)
望月 ゆかり 様

特定非営利活動法人

みらいネット浜松
理事長 河原 みち代 様

中日本高速道路株式会社

東京支社

静岡保全・サービスセンター

所長 谷野 知伸 様

三島信用金庫

人財開発部部長 遠藤 洋介 様

人財開発部課長 井澤 ゆかり 様

推薦者

沼津市市民福祉部

障がい福祉課
課長補佐 庄司 和美 様

認定 NPO 法人オールしずおか

ベストコミュニティ
事務局長代理 松井 昌男 様

静岡県手をつなぐ育成会 会長 小出 隆司 様

県

健康福祉部 部長 八木 敏裕

健康福祉部障害者支援局 局長 森岡 克明



（敬称略・五十音順）

連
番

受賞者名
事業者
所在地

取組概要 備考

1 アスルクラロ沼津 沼津市

・障害者スポーツの受け皿となるサッカースクールやチームを
　創設し、障害のある人が継続し、サッカーをすることができ
　る機会を提供
・関係団体と協同し、障害者サッカーに関する映画の上映会等
　を行い、障害者サッカーの普及啓発に貢献

2 株式会社四季彩堂
浜松市
東区

・複数の店舗で、併設のギャラリーを提供し、障害福祉事業所
　の製品（福産品）や、陶器などのアート作品の展示・販売を
　実施。福産品の周知に長年にわたり貢献
・障害者週間の啓発品を来客者に配布、障害に対する周知啓発
　活動に協力

3

静岡市静岡手をつなぐ
育成会
静岡キャラバン隊
｢しずおか♡おでんジャー｣

静岡市
葵区

・障害に対する理解を広める啓発活動を実施
・障害のある子をもつ家族自らが考案し、寸劇や疑似体験を通
　して、障害のある人の気持ちを知ってもらう誰にでもわかり
　やすい講座を開催
・コロナ禍においても、寸劇をドラマ仕立てに撮影する等感染
　対策を講じたプログラムに変更し展開

4
特定非営利活動法人
みらいネット浜松

浜松市
西区

・点字やルビをふり、障害の有無に関わらず、防災について学
　べる｢みんなの防災すごろく」を作成
・障害の有無を問わず誰もが参加できる防災すごろくを行う機
　会を提供
・合理的配慮の理解の促進を目的とした研修会を開催

事例発表

5
中日本高速道路株式会社
東京支社
静岡保全･サービスセンター

静岡市
駿河区

・サービスエリアに障害のある人のアート作品の展示場所を提
　供
・障害福祉事業所の製品（福産品）を交通安全の啓発品として
　活用し、年に複数回パーキングエリア等で配布

6 三島信用金庫
駿東郡
長泉町

・障害福祉事業所のアート作品等を店舗で展示
・障害に対する理解を深める職員向け手話講習会や研修会等を
　実施
・障害のあるお客様の声から、福祉用具を全店設置

事例発表

令和４年度「静岡県障害を理由とする差別を解消するための取組に関する知事褒賞」
受賞者・取組概要



マイク

令和４年度障害を理由とする差別解消推進県民会議　会場レイアウト

演台

※ライブ配信のために撮影カメラが入ります。

受賞者１ 受賞者２ 県

受賞者３ 受賞者４ 受賞者５

受賞者６

推薦者１ 推薦者２ 推薦者３

予備 報道 報道

youtube配信用ＰＣ

出入り口

司会

受付

受
賞
者
待
機
用
椅
子

三島信用金庫様

局長部長

中日本高速道路株式会社
静岡保全・サービス

センター様

課
長

株式会社四季彩堂様アスルクラロ沼津様

特定非営利活動法人
みらいネット浜松様

静岡手をつなぐ育成会
静岡キャラバン隊様

三島信用金庫様

沼津市様
オールしずおか
ベストコミュニティ様

静岡県手をつなぐ
育成会様

手話通訳士

ライブ
配信用
カメラ

ライブ配信には会場後方
より、手話通訳が同時中継
※後日配信用の映像には
字幕挿入。

手話通訳待機用椅子

音響卓



特定非営利活動法人
　みらいネット浜松

　　　　　　　　　誰もが住みやすいまちづくり

　　　　　　　　　障がい者への理解を深めよう



設立と経緯

平成23年（2011）浜松市制100周年に100人の会員で設立。
平成30年（2018）特定非営利活動法人みらいネット浜松に法人化。
キャッチフレーズは「男女が共に住みやすい浜松・社会を創ろう」

男女共同参画・ユニバーサルデザイン・防災・子育て・健康

 教育・文化・歴史など多分野の視点から「まちづくり・人づ

 くり」を考え、積極的に活動を展開。

豊かで安心できる社会の実現を目指し、日々努力。



多分野の視点で活動

男女共同参画

ユニバーサルデザイン

防災

文化（音楽・文学・民俗芸能）

歴史（地域遺産の保存）

健康

教育・子育て

他 まちづくり        

男女共同参画シンポジウム お寺で音楽会

健幸づくり
三遠南信民俗芸能公演



ユニバーサルデザイン関連(1)
講座と調査「障害者にとって使いやすい屋
外のトイレを考える」2012
シンポジウム「高齢者や障がい者の生きが
いづくりと自立支援」2013
シンポジウム「命を守る・心を守る住まい
づくり～障がい者や高齢者にとって住みや
すく災害にも強い建物を考えよう～」2014



ユニバーサルデザイン関連(2)
シンポジウム「東日本大震災から学ぶもの～
障がい者や高齢者の命と心を守る～」2015
講演会「すべての人にとっての安心安全は、
正しい知識から～食の安心安全と身近な法律
知識～」2016
シンポジウム「すべての人にとって安心安全
な食を」

   ～便利さとこだわりと楽しみ～2017  



防災すごろくづくり

県内初の防災すごろく作成。

  「浜松防災すごろく」で誰もが楽しく
     防災を学習。
   障がい者施設・特別支援学校・
     高齢者施設・幼稚園・小中学校
     自治会・社協・ 市民団体他、
     出前講座実施。
どの地域でも誰でもできる

   「みんなの防災すごろく」作成。
さらに出前講座を強化。



防災すごろくの実践例

小学校で・・・

中学校で・・・

高齢の方々も・・・

幼稚園で・・・



合理的配慮理解の取り組み

出前講座で、障がい者も健常者
もみんな命を守る「みんなの防
災すごろく」をすることで、差
別を解消するための取り組みを
続けている。

視覚障がい者のために、点字版
「みんなの防災すごろく」を作
成した。また点字版を使用する
ことで、視覚障がい者も防災・
減災の知識を学ぶ機会を得た。

健常者のすごろく実施の時も必
ず点字すごろくを展示しみんな
で触り、視覚障がい者の気持ち
を思いやる。そして点字に対す
る知識も学んだ。          



合理的配慮理解の取り組み

点字に触り、視覚障がい者の気持ちを思いやる・・・



合理的配慮理解推進の講座や講演会を開催し、言葉の意味と障がい者へのを深
めた。

障がいの有無にかかわらず誰もが平等に福祉の恩恵に浴することのできる社会、
差別のない社会の実現のために今後も積極的に活動を展開していく。

合理的配慮理解促進の講座



誰もが輝ける社会に

今後も活動を……



取組み事例



取組みの事例

障がいに対する理解を深める手話講習会等
の職員向け研修の実施

全支店にルーペ等のセットを設置

障害福祉事業所の製品や美術作品の
発表の場の提供

顧客企業に対する障がい者雇用等への
助言や支援

2



障がいに対する理解を
深める職員向け研修

手話講習会
入庫２年目職員を対象に、内
部研修内で手話講習会を開催

職場内教育訓練
毎月各部店で実施する職場内
教育訓練で、合理的配慮等、
障がい者への理解を深める勉
強会を実施

3



全営業店へ ルーペ等セットの設置

ルーペ
弱視や高齢者のための拡大鏡

筆談ボード
聴覚障がい者のための筆談用具

音声拡張機
音を拡張して聞く携帯型の機器

杖ホルダー
ATMコーナー等で杖を固定する用具

コミュニケーションボード
代表的な取引をデザイン化したボード

左上：ルーペ   右上：音声拡張機
左中：筆談ボード 右下：杖ホルダー
左下：コミュニケーションボード

4



障害福祉事業所の製品や
美術作品の発表の場の提供

美術作品の展示

5

地元の障がい者支援施設等
   の作品を営業店内へ展示



障がい者雇用等への助言や支援

障がい者雇用管理マニュアルの作成

6

顧客企業からの障害に関する相談

働く障がい者への配慮や環境調整、
教え方などわかりやすくまとめた
マニュアルを作成

顧客企業からの障がいに関する
   相談にも積極的に応じ、助言を
  している




